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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
誕
生
20
周
年
の
節
目
の
年
で
、
市
主
催
事
業
や

冠
事
業
、
市
民
協
働
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
祝
い
盛
り
上
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
昨
年
あ
っ
た
本
市
の
主
な

出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
私
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
振
り
返

り
つ
つ
、
２
期
目
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る｢
未
来
創
生

10
ビ
ジ
ョ
ン｣

の
達
成
に
向
け
、
世
代
を
超
え
て
笑
顔
で
つ
な

が
り
、
楽
し
い
集
い
の
ま
ち
薩
摩
川
内
市
の
た
め
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

薩
摩
川
内
市
長

　田
中

　良
二

市
誕
生
20
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
懸
垂
幕
お
披

露
目
式

Ｘ（
エ
ッ
ク
ス
）で
公
式
薩
摩

川
内
市
役
所
の
運
用
開
始

川
内
原
子
力
発
電
所
に
関

す
る
市
民
セ
ミ
ナ
ー

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト（
セ
ン
テ
ラ
ス
天
文
館
）

鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
訓
練

本
市
域
を
中
心
と
し
た
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
実
証
事
業
の
推
進
に
向
け
た
連
携
協
定（
鹿
児

島
大
学
、
九
州
電
力
㈱
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク

九
州
㈱
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
開
業
20
周
年
記
念
式
典

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
長
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー

通
水
式

電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
装
備
し
た
救
急
車
を
配

備（
県
内
初
）

｢
川
内
大
綱
引｣

が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定

市
内
36
カ
所
に
浸
水
セ
ン
サ
を
設
置

市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
イ
ン
ト
運
用
開
始

市
防
災
マ
ッ
プ
を
更
新

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
パ
ー
ク
九
州
㈱
の
資
源
循
環
工
場

が
操
業
開
始

高
速
船
就
航
10
周
年
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー

祁
答
院
小
学
校
開
校
式

川
内
港
国
際
定
期
コ
ン
テ

ナ
航
路
開
設
20
周
年
記
念

式
典

セ
ン
ノ
オ
ト
開
業

市
誕
生
20
周
年
記
念
植
樹

地
区
サ
ポ
ー
タ
ー
を
48
地
区
に
配
置

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
阿
久
根
川
内
道
路
決
起

大
会

川
内
川
水
防
演
習

国
・
県
事
業
の
実
施
に
関

す
る
要
望（｢

重
要
港
湾
川

内
港
の
機
能
充
実
」、｢

原

子
力
発
電
所
に
関
す
る
要

望
」な
ど
）

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
ア

ワ
ー
ド
決
定

市
産
業
人
材
確
保
・
移
住
定
住
戦
略
実
行
計
画
策
定

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
連
携
し
、
ひ
な
ま
つ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施

自
治
基
本
条
例
改
正

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・
自
治
会
運
営
交
付
金
お
よ
び

補
助
金
制
度
見
直
し

４
日

４
日

27
日

27
日

10
日

16
日

９
日

10
日

19
日

20
日

21
日

28
日

１
日

１
日

１
日

１
日

２
日

８
日

24
日

29
日

５
日

17
日

18
日

19
日

22
日

27
日

令
和
６
年

主
な
出
来
事

１
月

５
月

２
月

３
月

４
月

2

1

1

2

3

4

5

6
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大
韓
民
国
慶け

い

尚し
ょ
う

南な
ん

道ど
う

昌し
ょ
う

寧ね
い

郡ぐ
ん

公
式
来
日
団
受
け

入
れ

市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

等
に
関
す
る
協
定（
薩
摩
川
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

立
地
協
定
調
印
式（
㈱
ス
テ
ッ
プ
）

資
源
循
環
工
場
で
児
童
・
生
徒
、
教
職
員
な
ど
を

対
象
と
し
た｢

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
研
修｣

開
始

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定（
㈱
バ
イ
ウ

ィ
ル
、
㈱
鹿
児
島
銀
行
）

川
内
大
綱
引
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
記
念
イ

ベ
ン
ト

川
内
原
子
力
発
電
所
の
安
全
な
運
転
管
理
な
ど
に

係
る
要
望

川
内
原
子
力
発
電
所
１
号
機
の
運
転
期
間
延
長

Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
番
組｢

コ
ネ
ク
ト
！
さ
つ
ま
せ

ん
だ
い｣

配
信
開
始

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定（
京
セ
ラ
㈱
、

京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
）

｢

結ゆ
い

Ｌラ

イ

ン

ｉ
ｎ
ｅ
こ
し
き｣

命
名
・
進
水
式

薩
摩
川
内
フ
ァ
ン
デ
ー

第
10
代
薩
摩
川
内
親
善
大
使
決
定

薩
摩
川
内
港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京

白
木
橋
開
通（
下
甑
町
手
打
）

川
内
宮
之
城
道
路
決
起
大
会

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
発
表（
～
15
日
）

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
涼
み
ス
ポ
ッ
ト

を
設
置

首
相
官
邸
で
行
わ
れ
た
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
に
関
す
る
車
座
対
話
に
田
中
市
長
出
席

第
３
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
議
決

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
戦
略
推
進
本
部
設
置

台
風
10
号
に
よ
る
災
害
対
応（
28
日
～
）

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
設
置

適
切
な
救
護
措
置
を
行
っ
た
樋
脇
中
学
校
の
生
徒

と
市
民
の
勇
気
あ
る
行
動
を
表
彰

｢

川
内
川
水
系
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画｣

変
更
登
録

証
伝
達
式

第
33
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
薩
摩
川
内
大

会（
～
８
日
）

循
環
型
社
会
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定（
㈱

Ｅエ

コ

ミ

ッ

ト

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）

本
市
が
共
同
実
施
者
と
し
て
参
画
す
る
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関
す
る
実
証
事
業
が
経
済
産

業
省
の
委
託
事
業
に
採
択

薩
摩
川
内
音
楽
祭
コ
カ
フ
ェ
ス
２
０
２
４（
～
29
日
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定（
明
治
安
田

生
命
保
険
相
互
会
社
）

人
命
救
助
に
尽
力
さ
れ
た
市
民
お
よ
び
職
員
を
表

彰市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典

第
１
回
薩
摩
川
内
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

田
中
市
長
が
無
投
票
で
２
期
目
の
当
選

｢

津
波
災
害
又
は
高
潮
な
ど
に
よ
る
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
一
時
避
難
施
設
と
し
て
の
使
用
に
関
す

る
協
定（
エ
リ
ア
ワ
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱
）

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
対
象
と
し
た
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
開
催（
～
令
和
７
年
２
月
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ

び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
、
市
議
会
議
員
選

挙（
公
社
）日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協

会
が
本
市
を
ホ
ッ
ケ
ー
タ

ウ
ン
に
認
定

川
内
川
水
系
隈
之
城
川
等
の
特
定
都
市
河
川
の
指

定ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
連
携

協
定（
鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
、
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
）

田
中
市
長
、
２
期
目
ス
タ
ー
ト

清
色
城
跡
国
指
定
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

暴
力
団
等
排
除
集
会
お
よ
び
パ
レ
ー
ド

第
33
回
暴
力
追
放
県
民
大
会

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
連
携
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
七
夕
会
を

実
施 ３

日
５
日

17
日

19
日

19
日

30
日

３
日

４
日

５
日

10
日

11
日

21
日

21
日

１
日

３
日

３
日

８
日

13
日

19
日

20
日

20
日

下
旬

１
日

２
日

６
日

７
日

12
日

27
日

28
日

４
日

９
日

12
日

13
日

20
日

25
日

25
日

27
日

28
日

１
日

２
日

７
日

９
日

12
日

12
日

10
月

11
月

６
月７

月
８
月

９
月

7

8

9

10

7
8

9

10
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　｢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ｣

と
い
う
言
葉
を
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
見
た
り
、聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
良
い
世
界
を
目
指

す
国
際
目
標
で
す
。
17
の
ゴ
ー
ル
、
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、｢

誰
一
人
取
り
残

さ
な
い｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
国
の｢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市｣

に
も

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
今
回
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
担
当
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊「
お
い
か
ら
ち
ゃ
ん
」と
し
て
活
動

す
る
荒あ
ら

木き

隊
員
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

す
ご
ろ
く
を
し
な
が
ら
学
ぼ
う
。
ま

た
、
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

も
読
ん
で
み
て
ね
。

　
ペ
ー
ジ
左
下
の
ル
ー
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
ね
！

　
２
０
０
５
年
に
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
た
藺
牟
田
池

で
す
が
、本
来
生
息
し

な
い
は
ず
の
外
来
魚

が
生
息
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、外
来
魚
駆
除

釣
り
大
会
な
ど
、藺
牟

田
池
の
豊
か
な
自
然

を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

賞
味
期
限
が
近
い

食
品
か
ら
食
べ
た
。

　
峰
山
地
区（
高
江
町
）

に
あ
り
、
地
区
住
民
の
方

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
景
色
が
美
し
い
だ
け

で
な
く
、
近
く
に
あ
る
ウ

イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
で
、
風

車
に
よ
る
風
力
発
電
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
セ
ン
ノ
オ

ト（
若
松
町
）。
こ

こ
に
あ
る
ベ
ン
チ
は
、

災
害
時
に｢

か
ま
ど｣

と
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

第第 5959回回

～すごろくで
SDGsに

～すごろくで
SDGsに

　　　つい
て学ぼう編

～
　　　つい

て学ぼう編
～

▲�▲�薩薩摩川内SDGSチャレンジ摩川内SDGSチャレンジ
InstagramInstagram

▲▲薩薩摩川内市　摩川内市　
　SDGSガイド　SDGSガイド
　ブック　ブック

　
講
座
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ

ｒ
ａ
ｍ
な
ど
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
発
信
中
！
本
市

の
取
り
組
み
や
、
積
極
的

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

む
方
た
ち
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

薩
摩
川
内

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
旅

スタート！スタート！

　
日
常
生
活
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
視
点
で
一
緒
に
考

え
る
市
民
勉
強
会
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
世
代
が
楽
し

く
学
べ
る
体
験
型
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

藺
牟
田
池
自
然
公
園
で
外
来
魚

を
釣
る
。
２
マ
ス
進
む

｢

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
市
民
勉

強
会｣

に
参
加
。
２
マ
ス
進
む

柳
山
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
登
っ
た
。

景
色
に
見
と
れ
て
ゆ
っ
く
り

１
回
休
み

セ
ン
ノ
オ
ト
に
あ
る

ベ
ン
チ
で
１
回
休
み

こ
ど
も
食
堂
に
参
加
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
１
回
休
み

道
に
落
ち
て
い
る

ご
み
を
拾
っ
た
。
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鳥
丸
小
学
校
跡
地

を
利
活
用
し
た｢

コ

リ
ー
ナ
フ
ィ
ー
ル
ド｣

。

こ
こ
で
は
、「
レ
イ
ナ

川
内
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
」の
皆
さ

ん
が
閉
校
跡
地
の

利
活
用
や
女
子
サ
ッ

カ
ー
の
発
展
を
通
し

て
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
か
ら
始
ま
っ

た｢

ひ
な
祭
り
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー｣

は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
な
ど
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
す
。
展
示
会
で
は
、

使
わ
な
く
な
っ
た
布
で
ひ
な

祭
り
に
ち
な
ん
だ
置
物
や
つ

る
し
飾
り
を
作
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。

　
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
と
は
、
家

庭
で
不
用
と
な
っ
た
衣
類

を
廃
棄
せ
ず「
リ
ユ
ー
ス
」、

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
し
再
流
通

す
る
た
め
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

で
す
。

　
本
庁
２
階
、
入
来
支
所
、

東
郷
支
所
な
ど
、
市
内
８
カ

所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
意
外
と

私
た
ち
の
身
の
回
り
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
こ
こ
で
は
紹

介
で
き
な
か
っ
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
日
々

の
生
活
の
中
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
心
掛
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ト
ー
リ
ー
を
見
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
市

内
に
居
住
す
る
小
学
５
年
生
～

高
校
３
年
生
が
甑
島
で
さ
ま
ざ

ま
な
野
外
活
動
に
挑
戦
し
な
が

ら
、
や
り
抜
く
力
や
冒
険
心
・

協
調
性
な
ど
を
育
み
ま
す
。

　
地
域
の
方
に
食
材

を
提
供
し
て
い
た
だ

く
な
ど
し
て
、子
ど
も

や
地
域
住
民
に
無
料

ま
た
は
低
額
で
食
事

や
団
ら
ん
の
場
を
提

供
す
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

▲市ホーム
　ページ

▲薩摩川内SDGs
　チャレンジ
　YouTube

　
令
和
５
年
度
広
報

薩
摩
川
内
８
月
通
常

版｢

私
の
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
記｣

で
は
、「
こ
ど
も
食
堂

お
ば
ち
ゃ
ん
ち｣

運
営

委
員
会
会
長
の
皆み
な

吉よ
し

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
る

よ
！

「
鹿
島
す
す
」
の
作

り
方
は
、
令
和
４
年

度
広
報
薩
摩
川
内

10
月
通
常
版
「
私
の

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
記
」
で
紹

介
し
て
い
る
よ
！

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

み
て
ね
！

薩
摩
川
内
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
旅

ル
ー
レ
ッ
ト

▲�▲�市ホーム市ホーム
ページページ

｢

コ
リ
ー
ナ
フ
ィ
ー
ル
ド｣

で

サ
ッ
カ
ー
！

ド
リ
ブ
ル
で
１
マ
ス
進
む

ひ
な
祭
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に

参
加
す
る
。
１
マ
ス
進
む

Ｐ
パ

ス

ト

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
に
使
わ
な
く

な
っ
た
洋
服
を
入
れ
る
。

２
マ
ス
進
む

夏
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
薩
摩
川
内

ぼ
っ
け
も
ん
の
旅
に
参
加
。
鹿
島
す

す
を
作
っ
て
食
べ
た
。
１
マ
ス
進
む

こ
ど
も
食
堂
に
参
加
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
１
回
休
み

　
中
央
に
棒
状
の
も
の
な
ど

を
置
い
て
倒
そ
う
！

ゴール！ゴール！

▲�▲�令和５年度広報薩令和５年度広報薩
摩川内８月通常版摩川内８月通常版
｢私のFood記｣｢私のFood記｣

▲�▲�令和４年度広報薩令和４年度広報薩
摩川内10月通常摩川内10月通常
版｢私のFood記｣版｢私のFood記｣



山や
ま

田だ

　博ひ
ろ
しさ

ん

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
無
料

で
行
う
活
動
を
す
る｢

お
も
ち
ゃ
病

院
せ
ん
だ
い｣

の
院
長
を
務
め
る
山

田
さ
ん
。
お
も
ち
ゃ
病
院
は
県
内
に

は
本
市
を
含
め
、
15
地
域
に
あ
り
、

シ
ニ
ア
世
代
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
参
加
で
き
る
新
し
い
形
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、（
一
社
）日
本

お
も
ち
ゃ
病
院
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　｢

長
い
人
生
で
培
っ
た
知
識
や
技

能
を
生
か
し
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理

を
行
う
こ
と
で
、『
生
き
が
い
づ
く

り
』、『
認
知
症
予
防
』、『
閉
じ
こ
も

り
予
防
』を
目
的
に
活
動
を
始
め
た｣

と
言
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、｢

子
ど
も
や
親
に

物
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う｣

、

「
世
代
間
交
流
を
図
る｣

、｢

お
も
ち
ゃ

の
仕
組
み
な
ど
を
説
明
し
、
科
学
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る｣

、｢

地
域
住

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
、
社
会
貢
献
活
動
を

行
う｣
と
い
う
こ
と
も
活
動
の
目
的

と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
お
も
ち
ゃ
病
院
せ
ん
だ
い
は
平
成

25
年
４
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
現

在
12
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

流
行
す
る
前
は
、
多
い
と
き
で
年
に

２
０
０
件
程
の
依
頼
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
現
在
は
60
～
80
代
の
11
人
で

活
動
し
て
お
り
、
一
緒
に
活
動
し
て

く
だ
さ
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

趣
味
の
延
長
線

　「
も
と
も
と
物
づ
く
り
が
好
き

で
、『
好
き
、
や
る
気
、
根
気
、
元
気
、

心
意
気
、
前
向
き
』の
６
つ
の『
き
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
頃
か
ら
お
も

ち
ゃ
の
修
理
や
趣
味
の
日
曜
大
工
を

行
っ
て
い
る
」と
言
い
ま
す
。
現
在

の
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
募
集
を
知
り
、
申

し
込
み
を
し
た
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
受
付
方
法
や
工
具
の

使
い
方
な
ど
を
学
ぶ
講
習
に
半
年
間

参
加
し
た
と
い
い
ま
す
。

　「
活
動
を
す
る
中
で
、
一
番
う
れ

し
い
と
感
じ
る
の
は
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
。
修
理
す
る
場
面
を
真
剣
に
の

ぞ
き
込
み
、
修
理
で
き
た
お
も
ち
ゃ

で
遊
ぶ
と
こ
ろ
を
見
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
る
」と
言
い
ま
す
。
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
、
お
も
ち
ゃ
の
種

類
が
増
え
、
使
わ
れ
る
部
品
が
細
か

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
修
理
も
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

成
長
を
実
感

　
預
か
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
整
理
し
て

い
る
と
、
８
年
前
に
依
頼
を
受
け
て

ず
っ
と
預
か
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
そ
の
お
も
ち
ゃ
は
当
時
、
修
理

不
可
だ
っ
た
も
の
で
、
改
め
て
修
理

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
と
、
今
回

治
す
こ
と
が
で
き
た
。
経
験
値
が
上

が
り
、
修
理
技
術
が
上
が
っ
て
き
た

と
実
感
し
て
い
る
」と
裏
話
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

大
切
に
す
る
心

　「
お
も
ち
ゃ
は
使
い
方
に
よ
っ
て

は
す
ぐ
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
、
対
象

年
齢
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。
親
子
３

世
代
で
長
く
遊
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
し
て『
も
の

を
大
切
に
す
る
心
』を
伝
え
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
病
院
は
月
に
２
回
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
宝
物

を
守
っ
て
い
ま
す
。

▲山田さんが作った自宅のテラス

　
大
切
に
使
っ
て
い
た
お
も

ち
ゃ
や
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
お
も
ち
ゃ
が
壊
れ

て
し
ま
い
、
悲
し
い
思
い
を
し

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
本
市
に
は
、「
お
も
ち
ゃ
病

院｣

と
い
う
お
も
ち
ゃ
の
修
理

活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
院
長

を
務
め
る
方
の
思
い
に
寄
り

添
い
ま
す
。

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

62025.1.10 広報

　
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
受
付
を
２
月

か
ら
順
次
、
各
地
域
で
行
い
ま
す
。

※
日
程
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載

　
こ
の
申
告
は
、
令
和
７
年
度
分
の
市
民

税
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
森
林

環
境
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
を
計
算
す
る
と
き
の
基
礎
資
料

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
給
付
申
請
、
保

育
料
決
定
手
続
き
、
公
営
住
宅
入
居
や
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
の
申
し
込
み
な
ど
、

各
種
手
続
き
に
必
要
と
な
る
諸
証
明
の
基

に
も
な
り
ま
す
。

　
申
告
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
、
準
備

す
る
も
の
や
申
告
会
場
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

※
申
告
を
受
け
付
け
る

　
上
で
、
所
得
税
の
確

　
定
申
告
が
必
要
と
な

　
る
方
は
、
税
務
署
へ

　
ご
案
内
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★まずは市民税・県民税申告が必要か
　確認しましょう！

市民税・県民税申告は不要です
市民税・県民税申告が必要です 市民税・県民税申告は不要です

※会社から本市へ給与支払報告書の提出がない方
　については申告が必要になります。

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

※場合によっては、所得税の確定申告をしてい
　ただくこともあります。

令和７年１月１日現在、本市に住民登録が
ありますか？

令和６年中に収入がありましたか？
※非課税の収入（遺族・障害者年金、失業給付、児童扶養手当
　など）のみの方は「いいえ」へ

はい
税務署へ確定申告書を提出しますか？

本市に住所がある親族が、あなたを税制上の
扶養親族として申告、もしくは年末調整をし
ていますか？

市民税・県民税
申告は不要です

医療費控除、社会保険料控除、生命
保険料控除、扶養控除などの各種控
除を追加しますか？

会社で年末調整を受けましたか？

次に該当する方ですか？
　年齢65歳未満の方（昭和35年１月２日以降生まれ）
　…年金収入　　　　　98万円以下
　年齢65歳以上の方（昭和35年１月１日以前生まれ）
　…年金収入　　　　 148万円以下　 　

令和７年1月1日現在に住民登録のある市町村
へ申告してください

市民税・県民税申告は不要です

公的年金以外の収入は、給与収入のみでしたか？
※他に非課税の収入がある方は「はい」へ
※農業・営業・不動産などの収入がある方は「いいえ」へ

医療費控除、社会保険料控除、
生命保険料控除、扶養控除など
の各種控除を追加しますか？

収入は公的年金のみでしたか？
※他に非課税収入のある方も「はい」へ

年末調整を受けた会社以外から、給与の
支払いがありましたか？

市民税･県民税
申告が必要です

スタート

日本年金機構などへ｢公的年金等
の受給者の扶養親族等申告書｣を
提出しましたか？

申
告
受
付
の
お
知
ら
せ

令和

年度
７
市
民
税
・
県
民
税

（
国
民
健
康
保
険
税
）

問
合
先
／�

本
庁
税
務
課
市
民
税
Ｇ
　

（
内
線
２
２
３
１
～
２
２
３
３
、２
２
６
１
、２
２
６
２
）

申
告
期
限
は
３
月
17
日(

月)

ま
で

▲�市ホームページ
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月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（13:30 ～ 16:00）
対象地区 会場 対象地区 会場

2

３ 月 川北地区（大小路側）
年金収入のみの方

本庁６階　603会議室
【受付時間】
8:30 ～11:30　

川北地区（大小路側）
年金収入のみの方

本庁６階　603会議室
【受付時間】
13:00 ～16:30

４ 火 川南地区（向田側）
年金収入のみの方 川南地区（向田側）

年金収入のみの方
５ 水 川北地区（大小路側）

年金収入のみの方

6 木 寄田町 寄田地区コミュニティセンター 寄田町、久見崎町 滄浪地区コミュニティセンター

7 金 湯田町 湯田地区コミュニティセンター 西方町 西方地区コミュニティセンター

10 月 田海町、白浜町 八幡地区コミュニティセンター 田海町 八幡地区コミュニティセンター

12 水 中村町、久住町、楠元町 平佐東地区コミュニティセンター 城上町 吉川地区コミュニティセンター

13 木 網津町、小倉町
水引地区コミュニティセンター

港町、湯島町 水引地区コミュニティセンター

14 金 水引町 陽成町 陽成地区コミュニティセンター

17 月 城上町 城上地区コミュニティセンター 高城町 高来地区コミュニティセンター

19 水 御陵下町

中央公民館

御陵下町
中央公民館

20 木 国分寺町、大小路町 大王町、若葉町、花木町、上川内町

21 金 原田町、東大小路町 － －

25 火 永利町 永利地区コミュニティセンター 百次町 永利地区コミュニティセンター

26 水 勝目町、山之口町

セントピア

宮崎町、川永野町
セントピア

27 木 矢倉町、尾白江町、木場茶屋町 都町、青山町

28 金 隈之城町、中福良町 － －

3

3 月 五代町 亀山地区コミュニティセンター 宮内町、小倉町 亀山地区コミュニティセンター

4 火 中郷町、中郷一丁目～五丁目 育英地区コミュニティセンター － －

５ 水 高江町 峰山地区コミュニティセンター － －

６ 木 田崎町、横馬場町、鳥追町、白和町

本庁６階　603会議室
【受付時間】
8:30 ～11:30

天辰町

本庁６階　603会議室
【受付時間】
13:00 ～16:30

7 金 平佐町、平佐一丁目 平佐町

10 月 平佐町 向田町、東向田町、西向田町、
向田本町、神田町

11 火 若松町、東開聞町、西開聞町、
冷水町 宮里町

12 水

川内地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

川内地域全域
(上記の期間中に申告できなかった方)

13 木

14 金

17 月

■
申
告
会
場
に
つ
い
て

　
地
区
指
定
の
日
に
都
合
が
悪
い
方
な
ど
は
、

別
の
会
場
で
も
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。　
　

　
な
お
、
申
告
受
付
期
間
中
は
、
担
当
職
員
が

不
在
の
た
め
、
本
庁
税
務
課
、
各
支
所
、
甑
島

振
興
局
の
窓
口
で
の
申
告
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

　
１
月
31
日（
金
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
告
書
な
ど
の
送
付
に
つ
い
て

　
通
常
、
申
告
書
は
各
受
付
会
場
で
印
刷
す
る

た
め
、
郵
送
申
告
な
ど
を
希
望
さ
れ
た
方
以
外

へ
の
送
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
新
た
に
郵
送
申
告
を
希
望
さ
れ
る
方
や
申
告

に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
告
に
必
要
な
物

①
収
入
や
必
要
経
費
が
分
か
る
書
類（
源
泉
徴

　
収
票
、
支
払
証
明
、
収
支
計
算
書
な
ど
）

※
事
業
所
得（
農
業
な
ど
）、
不
動
産
所
得
や
山

　
林
所
得
な
ど
が
生
じ
る
業
務
を
行
う
全
て
の

　
方
は
、
記
帳
と
帳
簿（
領
収
書
）な
ど
の
保
存

　
制
度
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
全
関
係

　
書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

②
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
各
種
控

　
除
に
必
要
な
証
明
書
、
領
収
書

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
、
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
本
人
確
認
書
類

　（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
申
告
の
場
合
は
、
代
理
権
が
確
認
で
き

　
る
書
類（
委
任
状
な
ど
）、
委
任
者
の
マ
イ
ナ

　
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

　
確
認
で
き
る
書
類
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書

　
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
障
害
者
手

　
帳
ま
た
は
、障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書（
本

　
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
か
ら
１
月
中
旬
発
送

　
予
定
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●令和７年度　申告受付日程表（川内地域）
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月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（13:30 ～ 16:00）
対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2

25 火
薗上、薗中、薗下

里市民サービスセンター

薗上、薗中、薗下

里市民サービスセンター

26 水
27 木

村東、村西 村東、村西
28 金

3 6 木 里地域全域
(上記の期間中に申告できなかった方)

里地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

●令和７年度　申告受付日程表（甑島区域）
【里地域】

月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（13:30 ～ 16:00）
対象地区 会場 対象地区 会場

2
12 水

鹿島地域全域
鹿島市民サービスセンター

鹿島地域全域
鹿島市民サービスセンター

13 木

3 3 月 鹿島地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

鹿島地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

【鹿島地域】

月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（14:00 ～ 15:30）
対象地区 会場 対象地区 会場

2

14 金 西山 西山地区コミュニティセンター 内川内 内川内地区コミュニティセンター
17 月 青瀬 青瀬地区コミュニティセンター 子岳 子岳地区コミュニティセンター
18 火 長浜 長浜地区コミュニティセンター 長浜（芦浜） 長浜地区コミュニティセンター
19 水 手打（港）

下甑支所

手打（本町）

下甑支所
【受付時間】
13:30 ～16:00

20 木 手打（麓）
下甑地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）21 金 下甑地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）3 4 火
5 水

【下甑地域】

月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（13:30 ～ 16:00）
対象地区（字ごと） 会場 対象地区（字ごと） 会場

2

3 月 中野

甑島振興局

桑之浦

甑島振興局

4 火 小島 瀬上
5 水 平良（向、東、中） 平良（西、宮）
6 木 江石（塩巻） 江石（中郷、泊）
7 金 中甑（野林、村町、茶之木） 中甑（横町、仲町、新町）

3

10 月 上甑地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

上甑地域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

11 火

甑島区域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

甑島区域全域
（上記の期間中に申告できなかった方）

12 水
13 木
14 金
17 月

【上甑地域】

■
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
の
お
願
い

①
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
な
ど
を
申
告
す

　
る
場
合
＝
事
前
に
収
入
・
必
要
経
費
を
集
計

　
し
、
収
支
計
算
書
を
作
成
し
て
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

②
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合
＝
個
人
ご
と
、

　
病
院
ご
と
に
対
象
と
な
る
医
療
費
の
額
を
集

　
計
し
、
明
細
書
を
作
成
し
て
お
持
ち
く
だ
さ

　
い
。

※
各
保
険
者
が
発
行
す
る
医
療
費
通
知
を
利
用

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
保
険
者
に
よ
っ

　
て
、
通
知
内
容（
お
知
ら
せ
し
て
あ
る
期
間

　
な
ど
）が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
保

　
険
者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※自治会の統廃合などで、自治会が不明となった際は、最寄りの申告会場へお越しください。

■
令
和
６
年
分�

所
得
税
確
定
申
告
の
ご
案
内

　
昨
年
中
の
収
入
に
よ
っ
て
、｢

所
得
税
を
納

め
る
必
要
が
あ
る
」｢

所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
」｢

雑
損
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
控
除
を
受

け
る｣

な
ど
、
所
得
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、

確
定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
の
日
程
や
申
告
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
に
来
ら
れ

た
方
で
も
、
所
得
や
控
除
の
内
容
に
よ
っ
て
、

税
務
署
や
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
確
定
申
告
を
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▲国税庁
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月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（13:30 ～ 16:00）
対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2

４ 火 上野下、下野下、上牛鼻 野下地区コミュニティセンター 菖蒲ケ段、草木段、下牛鼻、
大平、上藤本 藤本地区コミュニティセンター

５ 水 倉野上、木下、笹嶺 倉野地区コミュニティセンター 村子田、笹ケ迫、岩下

樋脇公民館
6 木 田間田、下村、庄内、城内、旭、本町、

三島、天神、駅前、水流、田代、向田代
樋脇公民館

上杉馬場、杉馬場、子田形、八幡、
岩元、本庵、祢地山、
祢礼北、小野原

7 金
大原、狩集、前床、
西之原、中島、上之原、
樋掛、諏訪越団地

鍋原、牟礼、下牟礼、平田、永田、
上金貝、丸山、金貝、下金貝、木場、
沢牟田、田代ニュータウン

10 月
竹山、矢筈野、向湯、
向湯団地、向湯住宅、小野、
小野天神、市比野60 樋脇保健センター

新開、宇都、城之下、
宮元、武田、笹原、城後、
和田、大和、サンビレッジ 樋脇保健センター

12 水
市比野上手、阿母、
山中、松山団地、指月苑、
指月ハイツ、椿団地

上之湯、中之湯、下之湯、
湯之元、第一下之湯

3
12 水 樋脇地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）
樋脇公民館

樋脇地域全域
(上記の期間中に申告できなかった方)

樋脇公民館
13 木 東部区域

（上記の期間中に申告できなかった方）
東部区域
(上記の期間中に申告できなかった方)14 金

●令和７年度　申告受付日程表（東部区域）
【樋脇地域】

月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（13:30 ～ 16:00）
対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2

17 月 元村上、元村下、向山 入来支所 麓上、麓下、坂出、岩下、神岡、水戸、
八重、赤仁田 入来支所

20 木 牟多田、日ノ丸、中須、池頭、
久木宇都、芝町、松山 清色地区コミュニティセンター 上原、迫山、諏訪、愛宕、太陽、まち、

小路 清色地区コミュニティセンター

21 金 中牧、中山、山下、大馬越、鹿子田、
小豆迫、長野上、長野下、内之尾、山之口 大馬越地区コミュニティセンター － －

26 水 寺床、本町、立山、駅前、
権現柴垣、大内田、新町、辻原

入来文化ホール別館

本通り、湯之木場、若松町、桂迫、平石、
旭ヶ丘、向日葵ヶ岡、中通り 入来文化ホール別館

27 木 山口、下手、中組
平木場、あさひ、舟越、舟越住宅、
市野々、原、日之出、松下田、龍ヶ野、
堂園、村尾、天貴美、蒲生原

朝陽地区コミュニティセンター

3
11 火 － － 入来地域全域

(上記の期間中に申告できなかった方)
樋脇公民館

13 木 東部区域
（上記の期間中に申告できなかった方） 樋脇公民館 東部区域

(上記の期間中に申告できなかった方)14 金

【入来地域】

月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（13:30 ～ 16:00）
対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2

13 木 小路、平上水流、舟倉
東郷支所

城内、谷ノ口、荒川内東、荒川内西、石堂
東郷支所

14 金 古城滑石、五社上 五社下、浦田、司野

18 火 里、向江原、山ノ口、笹野、
南瀬下、南瀬中、大塚 南瀬地区コミュニティセンター 山田上、山田中、山田下、古里 山田地区コミュニティセンター

19 水 堀、大久保、中津俣、榎段、
原、上園、小鷹、本俣 藤川地区コミュニティセンター 鳥丸東、鳥丸西、鳥丸上、

鳥丸中、宍野上、宍野下 鳥丸地区コミュニティセンター

3
11 火 東郷地域全域

（上記の期間中に申告できなかった方）
樋脇公民館

－ －

13 木 東部区域
（上記の期間中に申告できなかった方）

東部区域
(上記の期間中に申告できなかった方) 樋脇公民館

14 金

【東郷地域】

月 日 曜 午前の部（9:00 ～ 11:30） 午後の部（13:30 ～ 16:00）
対象地区（自治会ごと） 会場 対象地区（自治会ごと） 会場

2 28 金 上方限、中福良、中武 上手地区コミュニティセンター 上手中央、滝聞 上手地区コミュニティセンター

3

3 月 下手中、菊地田 轟地区コミュニティセンター － －
4 火 川東、城北、馬頃尾 祁答院公民館 大村町、川西 祁答院公民館
5 水 矢立、浦、中、宮脇 黒木地区コミュニティセンター 本町、宇都、小牧、南 黒木地区コミュニティセンター
6 木 麓西、麓東、大坪 藺牟田地区コミュニティセンター 中原、原、砂石、湯之元 藺牟田地区コミュニティセンター

11 火 － － 祁答院地域全域
(上記の期間中に申告できなかった方)

樋脇公民館
13 木 東部区域

（上記の期間中に申告できなかった方） 樋脇公民館 東部区域
(上記の期間中に申告できなかった方)14 金

【祁答院地域】

※自治会の統廃合などで、自治会が不明となった際は、最寄りの申告会場へお越しください。
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　今
回
は
、
株
式
会
社
久
永
を

「
深
ボ
リ
！
」。
川
内
オ
フ
ィ
ス
所

長
の
荒あ

ら

木き

孝た
か

洋ひ
ろ

さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
大
正
８（
１
９
１
９
）

年
に
創
業
し
、
現
在
は
測
量
機
器

や
Ｏ
Ａ
機
器
の
他
、
建
設
現
場
で

の｢

測
量
・
設
計
・
施
工｣

を
は
じ

め
と
し
た
工
程
に
※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導

入
す
る
支
援
や
、
オ
フ
ィ
ス
環

境
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
企
業（
お
客

様
）の
生
産
性
向
上
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
業
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
川
内
オ
フ
ィ
ス
横
に
は
、
建
設
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン
に
レ
ー

ザ
ー
を
搭
載
し
た
地
表
を
測
量
す

る
最
新
鋭
の
機
材
の
使
い
方
な
ど

▲久永代表取締役社長（後列中央）
　荒木川内オフィス所長（前列中央）と従業員の皆さん

を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
情
報
処
理
に

よ
り
作
業
を
省
力
化
し
、
高
精
度

化
す
る
情
報
通
信
技
術
の
こ
と

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て

　
当
社
は
、
令
和
６
年
３
月
に
川

内
オ
フ
ィ
ス
を
新
築
し
ま
し
た
。

省
エ
ネ
設
備
を
整
え
て
お
り
、
会

社
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
太

陽
光
発
電
で
全
て
賄
う
こ
と
で
、

消
費
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収

支
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
建
物｢

Ｚゼ

ブ
Ｅ
Ｂ（
ゼ
ロ
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）｣

を
実
現
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
お
客
様
に
対
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
に

よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
、
リ
サ

イ
ク
ル
商
品
を
提
案
す
る
な
ど
、

環
境
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
働
き
方

　
オ
フ
ィ
ス
新
築
に
際
し
て
、
自

分
が
す
る
仕
事
に
合
わ
せ
て
作
業

場
所
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
の
導
入
を

始
め
ま
し
た
。

　
書
類
を
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

で
管
理
す
る
こ
と
で
、
営
業
先
で
書

類
を
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
な
ど
の

業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
勤
し
て
ど
こ
に
座
ろ
う

か
な
と
い
う
楽
し
み
が
で
き
る
な

ど
、
快
適
に
仕
事
が
で
き
る
環
境

を
当
社
で
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
建
設
業
界
で
は
、｢

き
つ
い
・
汚

い
・
危
険｣

の｢

３
Ｋ｣

の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
た
い
と
の
声
が
あ
り
、

特
に
建
設
現
場
や
職
場
環
境
の
改

善
へ
の
要
求
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
提
案
に
よ
り
業
務
の

改
善
が
進
み
、｢

給
料
が
良
い
・
休

暇
が
取
れ
る
・
希
望
が
持
て
る｣

の｢

新
た
な
３
Ｋ｣

が
実
現
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
お
客
様
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
事
業
価
値
向
上

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

第
73
回

代 表 者：川内オフィス所長　荒木孝洋
所 在 地：田崎町 1036番地３
従業員数：５人
連 絡 先：（23）3033

株
式
会
社
久ひ

さ
な
が永  

川
内
オ
フ
ィ
ス

入社２年目
堤
つつみ
　昂
こう
大
だい
さん

　
私
は
、
購
入
さ
れ
た
商
品
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
困
り
事
の
解
決
方
法
の

提
案
を
す
る
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

　
入
社
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
商

品
や
建
設
業
に
関
す
る
知
識
が
足

り
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、
会
社
の

教
育
制
度
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
で
、
今
で
は
提
案
し
た
も
の
を

導
入
し
て
良
か
っ
た
と
、
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
困
っ
た
時
に
、
お
客
様
か
ら
１

番
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
営

業
と
な
れ
る
よ
う
、
成
長
し
て
い

き
ま
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

株式会社久永
川内オフィス － Information －

Instagram▶
ホーム　
ページ▶

▲�トレーニングセンター研修室
での講習会の様子
　（（株）植村組提供）

▲フリーアドレス化された
　川内オフィスの様子
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